
ビデオトロン製品の SNMP の OID データの読み方について 

MIB ツリー構造、OID データから何の製品のデータなのかを調べる方法を説明します。 

弊社 MIB の構成は下記の様に拡張 MIB を使用して管理しています。 

①■■■MIB ツリー構造■■■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

iso(1) 

org(3) 

dod(6) 

internet(1) 

private(4) 

enterprises(1) 

videotron(20120) 

vproduct(20) 

vbus(1) 

機種コード (xxx) 

拡張 MIB 

ビデオトロンの独自構造 

機種固有データ 

70 シリーズの製品はこの下 

機種コード (xxx) 

70 シリーズ以外の製品はこの中 

機種固有データ 

各 Vbus と 70 用各モジュール 

SNMP 準拠構造 

機種固有データは各取扱説明書を参照 

機種固有データは各取扱説明書を参照 

機種コードについては下記、 

機種コード表を参照して下さい。 

※20120 の後に 20 以外の値が表示される

場合は下記③を参照して下さい。 
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②■■■OID データから何の製品のデータなのかを調べる方法■■■ 

上記 MIB ツリー構造を参考に機種コードを調べて下さい。機種コードがわかりましたら、

機種固有データの詳細については対象機種の取扱説明書を参照して下さい。 

Vbus-70C の場合（筐体の例） 

例：「１．３．６．１．４．１．２０１２０．２０．１．１５５．１．１．１．０」 

 

 下線部分の詳細について 

 1.3.6.1.4.1 … 上記 MIB ツリーの enterprises までの内容 

 20120  … videotron 

 20  … vproduct 

 1  … vbus 

 155  … 機種コード（155 は Vbus-70C の機種コードになります。） 

 1.1.1.0 … 機種固有データになります。 

     Vbus-70C の場合「１．１．１．０」の下線の１が項番になります。 

     上記例の OID は Vbus-70C のプログラム情報を表す、OID データに 

    なります。 

     Vbus-70C のその他の項番の詳細情報については、Vbus-70C の 

取扱説明書を参照して下さい。 

 

FS-70M の場合（モジュール製品の例） 

例：「１．３．６．１．４．１．２０１２０．２０．１．１８２．１．１．１．３」 

 

 下線部分の詳細について 

 1.3.6.1.4.1 … 上記 MIB ツリーの enterprises までの内容 

 20120  … videotron 

 20  … vproduct 

 1  … vbus 

 182  … 機種コード（182 は FS-70M の機種コードになります。） 

 1.1.1.3 … 機種固有データになります。 

     FS-70M の場合「１．１．１．３」の下線の１が項番になります。 

     2 重下線の 3 がスロット番号になります。 

対象の基板がスロット 3 に挿さっている事を表します。 

上記例の OID はスロット 3 に挿さっている FS-70M のプログラム 

情報を表す、OID データになります。 

     FS-70M のその他の項番の詳細情報については、FS-70M の 

取扱説明書を参照して下さい。  



LM-90HD/SD の場合（単体製品の例） 

例：「１．３．６．１．４．１．２０１２０．２０．２０１３．１．０」 

 

 下線部分の詳細について 

 1.3.6.1.4.1 … 上記 MIB ツリーの enterprises までの内容 

 20120  … videotron 

 20  … vproduct 

 2013  … 機種コード（2013 は LM-90HD/SD の機種コードになります。） 

 1.0  … 機種固有データになります。 

     LM-90HD/SD の場合「１．０」の下線の１が項番になります。 

     上記例の OID は LM-90HD/SD のプログラム情報を表す、OID 

データになります。 

     LM-90HD/SD のその他の項番の詳細情報については、LM-90HD/SD  

の取扱説明書を参照して下さい。 

 

 

 

③■■■製品によっては上記 MIB ツリー構造に合わない物があります■■■ 

製品によって 2011 年 3 月以前の製品や、上記 MIB ツリーに対応していない製品がありま

す。上記 MIB ツリー構造に対応している製品と、対応していない製品の見分け方は下記に

なります。 

対応データ  ．２０１２０．２０．… 20120 の後ろに必ず 20 が入ります。 

未対応データ ．２０１２０．X．… X は１～１０、３１の値が入ります。 

OID データの「２０１２０」の後に「２０」以外の番号が表示されると、上記 MIB ツリー

構造に対応しておりません。 

例：「１．３．６．１．４．１．２０１２０．１．０」等と表示されます。 

 

未対応の製品の機種固有データの詳細については納品時の取扱説明書を参照して頂くか、

弊社へ問い合わせをお願い致します。 

問い合わせの際は、OID 送信元の機器の型番と、シリアル番号、Vbus 製品の場合は実装モ

ジュールの情報をお知らせ下さい。 

 

  



④■■■機種コード番号ソート順■■■ 

（下記表は機種コードと機種名の関係を表している表です。下記製品全てが SNMP 機能に

対応している訳ではありません。） 

  



 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑤■■■製品名ソート順■■■ 

（下記表は機種名と機種コードの関係を表している表です。下記製品全てが SNMP 機能に

対応している訳ではありません。） 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 


